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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　旨

　福島県，山形県，長野県の山岳域においてアザミウマ相調査を実施した結果，福島

県の山岳域に広く分布するアザミウマ亜科の属未同定種（Gen．　sp．）が山形県や長野県

の山岳域にも分布することが明らかとなった．長野県初記録のCtenothrips／’aponicus

は翅多型を示し，エンレイソウ属（ユリ科）を寄主とすることが明らかとなった．

Ctenothrips　nonnaeはこれまでキヌガサソウ（ユリ科）が寄主とされてきたが，ユリ科

植物の複数種を寄主とする可能性が示唆された．山形県から記録されたCtenothr’ips

属の未同定種もユリ科のマイヅルソウを寄主としていることから，日本産の
Ctenothrips　reはユリ科植物と関連があるように思われる．

　本調査と先行研究によって記録されたアザミウマ類を福島，山形，長野の主要な山

岳域ごとに比較したところ，Ap　tinothrips　styliferとGen．　sp．は日本の山岳域に広く分布

する可能性が高いことが明らかになった．

1．はじめに

　アザミウマはカメムシ目に見られるような吸

収型の口器を持ち，これを摂食対象に突き刺して

内部の組織などを吸収する昆虫である．多くが植

食性種であるが，菌類を食べる食菌性の種や，ダ

ニやカイガラムシを食べる捕食性の種も知られ

ている．翅脈が発達せずに膜状となっている翅は，

縁に長い縁毛が生じているため総状に見える．こ

のことからアザミウマ目は総翅目とも呼ばれて

いる．これまでに約6000種が記録されており，

熱帯から寒帯まで，海浜地域から高山地域までと

その分布は広い．

　著者らは福島県における山岳性アザミウマ相

解明のための調査を実施しており，福島県の山岳

域におけるアザミウマ相はかなり解明されてき

た（塘・志賀，2013）．しかしながら，国内の他

の山岳域におけるアザミウマ相については，山梨

県増富や長野県菅平高原などの一部を除いてほ

とんど明らかになっていない（cf．　Kudo，　1972；塘，

1995，1997）．一方，山形・新潟・福島の3県に

またがる磐梯朝日国立公園内の山岳域では，これ

までに福島県の磐梯吾妻地域と飯豊地域の一部

で著者らがアザミウマ相調査を実施してきたが

（塘，2011；塘・志賀，2013），出羽三山・朝目

地域での調査は実施していない．山岳域における

アザミウマ相解明のためには，福島県での調査を

継続するとともに調査地を県外にも広げて，福島

県と他の地域との間で山岳性アザミウマ相を比

較し，日本に広く分布する山岳性種を確認する必

要がある．

　そこで，富山・長野・岐阜の3県にまたがり，

標高3000m級の山々が連なる日本を代表する山

岳地帯である中部山岳国立公園（長野県）を含む

山岳域と磐梯朝日国立公園の出羽三山・朝日地域
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（山形県）で調査を実施した．今回は福島県，山

形県，長野県の山岳域から記録されたアザミウマ

類を報告し，これらの地域のアザミウマ相を比較

する．

II．調査地及び調査方法

　調査は基本的にブナ林が見られる山地帯上部

より上の山岳域で行った．磐梯朝日国立公園，日

光国立公園，尾瀬国立公園など福島県と山形県で

は標高約1000m以上の地域，中部山岳国立公園

など長野県では標高約1300m以上の地域で調査

を実施した．国立公園の特別保護地区や特別名

勝・特別天然記念物での採集調査はすべて許可を

受けて実施した．本研究における調査地と調査日

を表1及び図1に示した．

　アザミウマ類の採集は，植物を叩いてその組織

上にいる個体を白布（ビーティングネット）の上

に落下させて採集するビーティング法によって

行った．ビーティングネットに落下した個体は保

存液（AGA液，99％エタノール：蒸留水：グリ

セリン：氷酢酸＝8：5：1：1）で湿らせた細筆で

拾い，保存液を入れた小瓶に入れて持ち帰った．

その後，カナダ・バルサム封入による永久プレパ

ラート標本を作成し，生物顕微鏡を用いて種の同

定を行った．

皿．結果及び考察

1．本調査で福島県，山形県，長野県の山岳

域から採集されたアザミウマ類目録

　以下に，本調査によって記録されたアザミウマ

類について種ごとに学名，和名（和名がつけられ

ていない場合は省略）を記した．

1）福島県

穿孔亜目　Terebrantia

中部山岳

国立公園

多

磐梯朝日

国立公園

塩／蓼科山

，ノ●唄陶、、

図1調査地位置図
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シマアザミウマ科Aeolothripidae

1．Aeolothrips　kurosawai　Bhatti

　　Y
アザミウマ科　Thripidae

セリコアザミウマ亜科　Sericothripinae

2．Hydatothrips　abdominalis（Kurosawa）ハラオビ

　アザミウマ

アザミウマ亜科Thripinae

3．Anaphothrips　obscurus（MUIIer）クサキイ・ロア

　ザミウマ

4．Aptinothrips　stylifer　Trybom

5．α∫π肋吻5manicatus（Haliday）ヒゲブトアザ

　ミウマ

6．Frankliniella　intonsa（Trybom）　ヒラズハナアザ

　ミウマ

7．Frankliniella　tenuicornis（Uzel）カホンカハナ

　アザミウマ

8．Fulmekiola　serrata（Kobus）サトウキビチビア

　ザミウマ

9．Megalurothrips　distalis（Karny）マメハナアザ

　ミウマ

10．Mycterothrips　consociatus（Targioni－Tozzetti）

11．Scirtothrips　sp．　l

l2．　Scirtothrips　sp．3

13．Sphaeroワothrips　vittipennis（Bagnall）

14．Stenchaetothrips　bPtorrnis（Bagnall）イネアザ

　ミウマ

15．Stenchaetothrips　dentatus　Masumoto

l6．　Stenchaetothrips　undatus　Wang

17．Taeniothrips　oreophilus　Priesnerアシグロハナ

　アザミウマ

表1　本調査における調査地と調査日

調査地 調査日

山形県及び福島県

　磐梯朝日国立公園

　　月山
　　小朝日岳
　　中大贔
　　一切経山・鎌沼
　　磐梯吾妻スカイライン

　　鬼面山
　　安達太良山
　　磐梯山
　日光国立公園
　　三本槍岳
　尾瀬国立公園

　　田代山
　　会津駒ヶ岳

　　燧ケ岳
　その他の地域

　　浅草岳

長野県

　中部山岳国立公園

　　槍沢
　　洞沢
　　上高地
　　蝶ケ岳
　　長塀山
　　徳本峠
　　岳沢
　　焼岳
　　乗鞍岳
　その他の地域

　　美ケ、

2013年9月23日

2013年10月14日

2013年10月13日

2013年7月21日

2013年7月7日

2013年7月20日

2013年10月9日

2013年7月19日，7月21日，8月3日

2013年9月18日

2013年8月8日

2013年7月24－25日

2013年9月21日

2013年9月19日

2013年7月28日，8月31－9月1日

2012年10月18日

2013年7月28日，7月29日，9月2日

2013年7月28日

2013年6月23日

2013年7月17日，9月3日

2013年6月22日

2013年9月2日

2013年6月24日，7月27日

2012年10月19日，2013年6月25日，7月26日
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18．Thri　s　alni　Uzel

19．Thri　s　brunneus　Ishida

20．Thripsflavus　Schrank　キイロハナアザミウマ

21．Thrips　pini（Uze1）

22．Thrips　setosus　Moulton　ダイズウスイロアザ

　ミウマ

23．7乃ゆ3卯’c〃∫Masumoto

24．Gen．　sp．

有管亜目　Tubulifera

クダアザミウマ科Phlaeothripidae

クダアザミウマ亜科　Phlaeothripinae

25．Haplothriρs　aculeatus（Fabricius）イネクダア

　ザミウマ

26．1力pZo∫履ρ∫brevitubus（Kamy）アカメガシワ

　クダアザミウマ

27．Haplothrips肋’吻〃20v∫Karnyハナクダアザ

　ミウマ

28．Liothrips　shishiudo　Okaj　ima

29．Lio　th　riLps　sp．4

30．Psephenothrips　machili（Moulton）

2）山形県

穿孔亜目　Terebrantia

アザミウマ科Tllripidae

アザミウマ亜科　Thripinae

1，Anaphothrips　obscurus（MUIIer）　クサキイロア

　ザミウマ　　　ー＞

2．4ρ珈α乃吻∬リノ1旋rTrybom

3．Chirothrips　manicatus（Haliday）ヒゲブトアザ

　ミウマ

4．Ctenothrips　sp．2

5．Ernothrips・lobatus（Bllatti）

6．Frankliniella・intonsa（Trybom）　ヒラズハナアザ

　ミウマ

7．Mycterothripsfasciatus　Masumoto＆Okaj　ima

8．Stenchaetothrips　bifor・mis（Bagnall）イネアザミ

　ウマ

9．Thri　s　alni　Uzel

lO．　Thrips　brunneus　Ishida

l1．Thri　s，tZavus　Schrank　キイロハナアザミウマ

12．Thrips　setosus　Moulton　ダイズウスイロアザ

　ミウマ

13．Thri　s　si〃2plex（Morison）グラジオラスアザ

　ミウマ

14．7乃吻3卯’c〃∫Masumoto

15．】Yoshinothrips、pasekamui　Kudo

l6．　Gen．　sp．

有管亜目　Tubulifera

クダアザミウマ科Phlaeothripidae

クダアザミウマ亜科　Phlaeothripinae

l7．　Haplothrips勉〃ψκ〃10vi　Kamyハナクダアザ

　ミウマ

18．　Liothri　s　shishiudo　Okajima

19．Xylaploth　rips　togashii　Okaj　ima

3）長野県

穿孔亜目　Terebrantia

アザミウマ科　Thripidae

アミメアザミウマ亜科　Panchaetothripinae

1．Helionothrips　aino（Ishida）

セリコアザミウマ亜科　Sericothripinae

2．　Hydatothri　s　abdo〃zinalis（Kurosawa）ハラオビ

　アザミウマ

3．Hydatothrips　gracilicornis（Williams）

アザミウマ亜科　Thripinae

4．Anaphothrips　obscurus（MUIIer）

　ザミウマ

5．Anaphothri　s　ponola’kirmui　Kudo

6．Apterothri　s　secticornis（Trybom）

7．Aptinothrips　rufus（Haliday）

8．Aptinothrips　stylifT er　Trybom

9．Chir’othr’ips　manicatus（Haliday）

クサキイロア

ヒゲブトアザ
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　ミウマ

10．Ctenothrips／aponicus　Masumoto

ll．Ctenothrips　nonnae　Haga＆Okajima

12．Frankliniella　intonsa（Trybom）　ヒラズハナア

　ザミウマ

13．Frankliniella　tenuicornis（Uzel）カホンカハナ

　アザミウマ

14．Megalurothr’i　s　distalis（Kamy）マメハナアザ

　ミウマ

15．Microcephalothriρs　abdominalis（Crawfbrd）　コ

　スモスアザミウマ

16．Mycterothrips　egonold　Masumoto＆Okaj　ima

17．Mycterothrips／aponicus　Masumoto＆Okaj　i　ma

l8．　Parabaliothrips　betulaceae　Masumoto

lg．　Scirtothri　s　dorsalis　Hoodチャノキイロアザ

　ミウマ

20．Scirtothri　s　katsura　Masumoto＆Okaj　ima

21．Scirtothri　s　sp．2

22．Stenchaetothrips　dentatus　Masumoto

23．Taeniothrips　oreophilus　Priesnerアシグロハナ

　アザミウマ

24．Thri　s　alni　Uze1

25．Thri　s　brevicornis　P「iesne「

26．Thri　s　brunneus　Ishida

27．跣rψεcoloratus　Schmutz　ビワハナアザミウ

　マ

28．　Thrips，iZavus　Schrank　キイロハナアザミウマ

29．77zrips　nigropilosus　Uzelクロゲハナアザミウ

　マ

30．Thri　s　pini（Uzel）

31．Thriρs　setosus　Moulton　ダイズウスイロアザ

　ミウマ

32．Thrips　typieus　Masumoto

33．Thri　s　sp．3

34．Thrips　sp．4

35．Gen．　sp．

有管亜目　Tubulifera

クダアザミウマ科Phlaeothripidae

クダアザミウマ亜科　Phlaeothripinae

36．Haplothrips　aculeatus（Fabricius）イネクダア

　ザミウマ

37．Haplothriρsん房吻伽ov’Kamyハナクダアザ

　ミウマ

38．恥ρ1αη伽’乃ゆ∬p．

39．Liothri　s　sp．3

2．本調査で記録された山岳性アザミウマ類

　長野県，山形県初記録となったアザミウマ亜科

の属未同定種（Gen．　sp．）は，福島県内の山岳域

に広く分布することが知られていたが（塘，2011；

塘・志賀，2013），本調査によって山形県や長野

県の山岳域にも分布することが確認できた．

　Apterothrips　secticornisは中部山岳国立公園初

記録であり，本調査では雪渓周辺の草原でクロユ

リとバクサンイチゲの花から採集された．日本で

はこれまでに福島県の会津駒ヶ岳から中門岳に

かけての雪田湿原や長野県の木曽駒ヶ岳の高山

帯からの記録があり（Kudo，1989；斎藤ら，2011；

塘，2010；塘・志賀，2013），本種は高山草原や

雪田湿原のような環境に生息するのではないか

と考えられる．今回の調査地の中でこれに類似す

る環境を有する月山にも本種が生息する可能性

があるが，記録されなかった．これは調査時期が

9月下旬と遅かったことが原因かもしれない（表

1）．今後，もう少し暖かい時期に調査を実施すれ

ば分布の確認が期待できる．

　Ctenothri　s／aponicusは長野県初記録である．こ

れまでは群馬県の武尊山からトラップで得られ

た2個体のみの記録であったため（Masumoto，

2009），寄主は不明であった，本調査では複数地

点でエンレイソウ属の葉裏から合計17個体を得

ることができたため，本種はエンレイソウ属を寄

主とする可能性が高い．アザミウマ類の翅型には

長翅型・微翅型・無翅型などの多型が知られてお

り，同一種内で複数の型が見られることもある
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（梅谷ら（編），1988）．これまで本種は長翅型の

みが知られていたが（Masumoto，2009），本調査

で初めて微翅型が記録され，本種は翅多型を示す

ことが明らかとなった．

　αθηo’加脚nonnaeはこれまでに中部山岳国立

公園の爺ヶ岳でユリ科のキヌガサソウの葉裏か

ら記録されている（Haga　and　Okaj　ima，1989）．今

回本種が採集された蝶ヶ岳にもキヌガサソウが

生育していたが，キヌガサソウからは生息を確認

できなかった．本種が記録されたのはキヌガサソ

ウと同じユリ科のクロユリの花からであったた

め，本種の寄主はユリ科植物の複数種にわたるの

かもしれない．山形県の月山から記録された

Ctenothrips　sp．2もユリ科のマイヅルソウの葉裏

から採集されているため，日本のαθηo伽伽属

はユリ科植物と関連があるように思われる．なお，

Ctenoth　rips属は世界から13種が知られており

（Masumoto，2009；Xie　et　al．，2011），それらは主に

高山域に分布している（Xieε’鳳，2011）．日本産

既知の2種も山岳域のみに分布することから

（Haga　and　Okajima，1989；Masumoto，2009），

CtenothriLps　sp．2も山岳域特異的に分布する可能

性が高い．

3．福島県，山形県，長野県における山岳性

アザミウマ相の比較

　本研究における調査対象地域である福島県，山

形県，長野県の山岳域を，主要な山岳域ごとに①

磐梯朝日国立公園，②目光国立公園，③尾瀬国立

公園および浅草岳，三岩岳，七ガ岳，④中部山岳

国立公園およびその他の長野県の山岳域，の4つ
’

の地域に分け，本調査と先行研究によってそれぞ

れの地域の山岳域から記録されたアザミウマ類

を表2に示した（Haga　and　Okajima，1989；Kudo，

1984，1989，1991；黒沢，1968；Masumoto，2009；

Okajima，2006；塘，1995，1997，2010，2011，2012；

塘・志賀，2013）．

　表2に示したアザミウマ類の中で，＊印を付し

たAnaphothrips　obscurusやAptinothriPS　styliferな

ど14種が4地域すべてから記録された種である．

これらの中で福島県と山形県では標高1000m以

上，長野県では標高1300m以上の山岳域からし

か記録されていない山岳性種と考えられるのは

Aptinothrips　stylijerとアザミウマ亜科の属未同定

種（Gen．　sp．）の2種である．これら2種は日本

の山岳域に広く分布するものと思われる．一方，

残りの12種は低地から高山域まで幅広い生息域

をもつ種であると考えられる．

　これまでの調査は各地域における調査頻度や

調査時期が一定ではないため，表2に示したアザ

ミウマ類の中には前述の2種以外にも日本広域

に分布する山岳性種が含まれている可能性があ

る．今後も山岳域における調査を継続し，日本の

山岳性アザミウマ相を明らかにしていきたい．
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表2　福島県，山形県，長野県の山岳域で記録されたアザミウマ類

中。山ほか磐朝日　日光　尾瀬ほか
1穿孔亜目・メロァザミウマ科

2シマアザミウマ科

3

4

5

6

　アザミウマ科・
7
　デンドロアザミウマ亜科
8

9アミメアザミウマ亜科

10セリコアザミウマ亜科
11

12

13アザミウマ亜科

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

ルferothrips　laevis

・4eolothri　sfasciatus

オε0励吻S・kurosawai

Aeolothri　s　luteolus

・4eoloth”ips〃i　eta　leUCt’∫

Aeolothri　s　v’加’2’s

Dendrothi’ips　niagnoliae

　Dendroth　ri　s　u伽”

　Helionothri　s　aino

　Hydatothi‘ips　abdominalis

　めぬ’o訪r加∫9mc’〃60r’1な

　Hydatothri，s　po’ryaulrpe

　Anaphothi’ips　badittS

　Anaphothri　s　obscurus＊

　Anaphothri　s、ponokikirmui

　Apterothi’ip∬ecticornis

　Aptinothri　s　rufus

◎Aptinothri∬tソlifei’＊

　Bolacothrips　sp．（会津駒ヶ岳）

　Ch　ilothrips　yamatensis

　Chirotht’ips’m　a’licatus＊

　CtenothripsJ’apo’liCUS

　Ctenothrips　no’〃lae

　Cte’iothrips　sp．1（中大贔）

　Ctenothrips　sp．2（月山）

　Ernothri　s　lobatus

　Frankliniθ〃b　intonsa＊

　Frankliniθlla　tenuicornis

　iFrulmekiola　Sθrrata

　MegalUi’othri　s　distalts

　ルficrocephalothriPS　abdominalis＊

　ルlycterothri　s　consociatus

　Mycterothrips　egonoki

　MLycterothri　sfasciatus

　ルlyctet’othr’ip’　s　glycines

　ルlycterothri　s／aponicus

　Mycterotin’i　s　sp．（菅平高原）

　Odontothri　s　sp・（菅平高原）

　Parabaliothri　s　betulaceae

　Rubiothri　s　galii

　Scirtothri　s　dorsalis

　Seirtothri　s　katSura

　Scirtothri　s　sp．1（銅沼）

　Scirtothri　s　sp．2（美ケ原）

　8cか履扉脚SP・3（田代山）

　Sphaeropothri　s　vitaPennis

　Ste’ichaetothrips　bifor〃l　is＊

　Stenchaetothri　s　dentatus

　Stenchaetothri　s、pleioblasti

　Stenchaetothrips　u’idatus

　Taeniothri　s　inconseguens

　Taeniothrips　oreophilus＊

　Thrips　alni＊

　Thri　s　bi’ei・iCOI’nts

　Thri　s　brunneus

　Thri　s　coloratus＊

　Thri　s．flavus＊

　Thri　s　griseus

　Thrips　hawaiiensts

　Thri　s　minutiysimt’s

　η2r加厘9”opilosus＊

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

圏

■

■

■

圏

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

口

口

■

■

■

■

■

■
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62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

　　有管亜目・クダアザミウマ科・
78

　　オオアザミウマ亜科
79

80

81クダアザミウマ亜科

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

　Thri　s　pini

　Thri　s　setosus

　Thri　s　shiranesanus

　乃吻∬f〃リア1α

　助ゆε5〃舷∫

　餓吻理yr〃29αθ

　z乃吻∫励αo’

　Thrips　mpicus

　z乃吻3副∫cαε

　Thrips　sp．1（鎌沼・酸ガ平）

　Zか脚sp．2（磐梯山）

　7毎ψ∫sp．3（岳沢）

　Thri　s　sp．4（徳本峠）

　Thri　s　sp．5（菅平高原）

　Yosh　inothrips　pasekamui

◎Gen．　sp．＊

Bactrothr’i　s〃montanus

Gastrothri　s〃20’漉colo

Ophthabnotht’i　s〃miscanthieola

Apelaunothri　s〃montanus

Dexiothrips〃iadrasensts

Ecaeanthoth”伽加α”maぬご∫

恥μo∫乃ゆMcπZα1加＊

HaLplothri　s　brevitubus

H卯10孟’1吻講撒加’πoり∫＊

Haplothri　s　sp．（駒止湿原）

恥ρ’o漉ゆMl9θ”

Holothri　S　hagai　．

Holothri　s　yuasai

Hoplandrothi’i　s　elangattts

Hoplandrothri　s　sp．1（槍沢）

Hoplandrotht’i　s　sp．2（菅平高原）

恥μoz乃吻∫ω”ticis

Hoplothrips　fungi

Hoplothri　s　pediculai’ius

Hoplothrips　ulm　i

Hoplothri　s　sp．（駒止湿原）

Kar’iLyothrips　spinulus

Liothri　s　hagai

Liothri　s〃mの・umi

Liothri　s　shishiudo

Liothrips　tsutsumii

Liothri　s　sp．1（会津駒ヶ岳）

Liothri　s　SP・2（鬼面山）

Liothrips　SP・3（長塀山）

Liothrips　sp．4（浅草岳）

Myehiothrrp 　s　fi’un’cola

Oidanotinips］7’ontalts

Psalidothri　s　simplus

Pseρhenothi’ips’machili

Tein　enothrips　sp．（菅平高原）

Xylaplothi’ips　togashii

x，laplothrips　sp．（菅平高原）

■

■

■

口

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

圏

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■
圏
■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

本表は本調査と先行研究（Haga　and　Okaj　ima，1989；Kudo，1984，1989，1991；黒沢，1968；Masumoto，2009；

Okaj　ima，2006；塘，1995，1997，2010，2011，2012；塘・志賀，2013）による記録に基づいて作成した．

「中部山岳ほか」は中部山岳国立公園とその他の長野県の山岳域（戸隠奥社，志賀高原，菅平高原，

美ヶ原，霧ヶ峰，蓼科山，木曽駒ヶ岳），「尾瀬ほか」は尾瀬国立公園とその周辺に位置する浅草岳，

三岩岳，七ガ岳を示す．＊印を付した種は4地域すべてから記録された広域分布種を，◎を付した種

はその中の山岳性種をそれぞれ示す．
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